職種：写真撮影　　職務：学校写真撮影

【概要】

　学校写真撮影とは、ロケーション（通常は学校）において学校写真を適切に撮影する仕事をいう。

【仕事の内容】

　学校写真撮影は、ロケーション（通常は学校）において撮影する写真の目的と用途を踏まえて適切な写真撮影を行う仕事である。

基本的な業務フローは次のとおりである。

①  被写体とのコミュニケーションに基づく撮影目的の確認

②　ロケーションの選定

③　ライティングのセット及び調整

④　振り付けや姿勢などのポージングの確認

⑤　カメラ操作の調整

⑥　被写体の姿勢や表情の確認

⑦　学校写真の撮影

【求められる経験・能力】

（１）写真撮影職種の採用は、大学や専門学校等で写真撮影の技術や専門知識を身に付けた者である場合と、全くの素人である場合がありうる。たとえ後者の場合でも、入社後はＯＪＴまたは専門教育や自習により速やかに専門知識・技術を身に付けることが求められる。

（２）様々なお客様の要望や撮影目的に応えながら顧客満足度の高い写真を撮影することが重要であることから、お客様との適切かつ効果的なコミュニケーションによってお客様の表情を引き出したり、良好な関係を構築したりする能力が重要となる。

（３）より高いレベルで職務を遂行するためには、デジタル技術を中心とする写真撮影の確かな技術に加えて、更なる顧客満足度を引き出すための雰囲気づくりやきめの細かいサービスを提供することのできる人間力が必要とされる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：写真）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　　１級写真技能士　２級写真技能士　３級写真技能士

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　１８５　写真家


